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じ場所にいられない現実を目の当たりにすると、切ない想いを抱き続けています。 
 皆さんは私達教師が思う以上に、この東中の３年間で成長していました。１回目の分散登

校直後の東輝祭、２日間も実施することができるのだろうかと、多くの人が心配をしまし

た。でも、皆さんは「みんなで創る」、「総創」を生徒会のスローガンとして、見事にやりき

ることができました。目の前にいない人のことを、消しゴムのカスひとつから想うことがで

きるようになっていました。素直で一生懸命で真面目な青空学年の生徒たちは、たくましい

中学３年生になっていました。 
 だからこそ、明日を迎えることができます。明日を目の前にして、後輩も、お家で待つご

家族も、来賓も、様々な状況で卒業式に参加できない人もいます。でも、皆さんは目の前に

いない人のことを想い、「みんなで創る」ことができます。それは、これからの不確かな未

来を切り拓き、幸せに生きていくための大きな力です。さあ、明日はこのメンバーでできる

最後の「総創」です。最高の卒業式を創り上げましょう。 

 

 

 早いもので、明日は 3 月 10 日、卒業式で

す。この日を無事迎えられることを、本当に

うれしく想います。 
 ふり返ってみれば、今年度がスタートした

時、コロナ禍も２年目を迎え、今のような状

況になることは、想像しませんでした。感染

症への対応も理解し始め、通常の教育活動が

もっとできるようになると思っていました。

分散登校や分割授業は、感染状況を考えれば

仕方のないこととはいえ、１つのクラスが同 


